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ではカードを用いてランダムで 2枚 1組を提示し、0から 7点までの得点を与えて類似
度距離行列を生成している。しかし実施者の負担も大きいため、PAC-Assist2[11]のよ
うに機械的にランダムにかつバーを動かすことで直感的に類似度比較を行うことが可能




































































































































































本調査では 2.3節の関連研究を踏まえ、年長から小学 3年生の子ども 9人に対し PAC分析
を用いたインタビュー調査を行った。2.4節で述べた通り、図書選択は自由連想の代替となる
と考えたため、図書のみを用いた PAC分析手法を調査 1、図書と自由連想を用いた PAC分析
手法を調査 2として調査を行った。手順は下記に示す。調査を 2つ行うため、被験者はそれぞ
れ年齢と性別、居住地を考慮し、図書のみを用いた PAC分析手法、図書と自由連想を用いた
PAC分析手法のグループに分けた。調査は 2018年 7月から 8月にかけてつくば市とつくばみ
らい市で行った。時間は図書選択の時間を除いて、調査 1、調査 2共に 1人当たり 30分から 1
時間半となった。
表 4.1 調査 1 : 被験者
ID 学年 年齢 性別
1 小 2 8 女
2 小 2 7 女
3 小 2 7 男
4 年長 6 男
5 小 3 8 男
表 4.2 調査 2 : 被験者
ID 学年 年齢 性別
6 年長 6 女
7 小 1 7 女
8 小 1 7 男




調査 1: 図書のみを用いた PAC分析手法



















調査 2: 図書と自由連想を用いた PAC分析手法




















である。操作画面上のスクロールバーには 0から 10の 10段階のスケールがついているが、処
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6.1.2 手法 2 : 図書選択と自由連想を用いた PAC分析






















































































































































































































分析を手法 1、選択した図書を自由連想の補助として利用してもらう PAC分析を手法 2とし
て提案した。本研究では 2つの提案手法が実際に利用可能か検証することを目的として手法 1
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